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発生要因

東北地方太平洋沖型
の地震

各津波の評価
基準津波に対する

安全性
基準津波の策定

破壊開始点，

破壊伝播速度

基準断層モデルの設定 波源特性の不確かさ

日本海溝付近の地すべり（海山付近の地すべりも含む）海底の地すべり

緩斜面及び大陸棚が含まれる水深1000m迄の範囲

陸上の地すべり及び斜面崩壊

火山現象

敷地周辺陸域

敷地周辺及び前面海域

基準断層モデル①～③

基準津波の評価の全体概要

ご説明済み

ご説明済み

【（原子力発電所）資料３－１】でご説明

【（原子力発電所）資料３－１】でご説明

【（原子力発電所）資料３－２】でご説明

本資料でのご説明範囲

■地震に起因する津波

■地震以外に起因する津波

次回以降ご説明

（参照）

海洋プレート内地震

海域の活断層による

地殻内地震

位置，走向，傾斜角，
すべり角

位置，走向，傾斜角，

断層上縁深さ

基準断層モデル

基準断層モデル

Ｆ－２断層・Ｆ－４断層

Ｆ－６断層～Ｆ－９断層 他
簡易式による検討

津波地震 年超過確率

取水性の確保基準津波の策定
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１．基準津波の策定方針
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【水位上昇側】

 重要な安全機能を有する施設の設置された敷地（O.P.※約+13.8m）への基準津波の到達，流入を防止するため，津波防護施設（防潮堤，防潮壁）を
設置することから，「最大水位上昇量」に「地震に伴う沈下量」を考慮した各評価位置の最大ケースを『基準津波（水位上昇側）』とする。

【水位下降側】

 津波水位が取水口敷高を下回る場合における非常用海水ポンプの取水に必要な海水の貯留容量に関する評価，津波による水位変動に伴う砂の
移動・堆積及び漂流物に対する取水路の通水性に関する評価の観点から， 「最大水位下降量」に「地震に伴う隆起量」を考慮した最大ケースを
『基準津波（水位下降側）』とする。

１．基準津波の策定方針

評価位置

評価項目 敷地前面 １号取水口前面 ２号取水口前面 ３号取水口前面 １号放水口前面 ２・３号放水口前面

水位上昇側 ○ ○ ○ ○ ○ ○

水位下降側 － － ○ － － －

評価位置（平面図）

：津波水位が取水口敷高を下回る場合に，非常用海水ポンプの取水に必要な
海水が取水設備内に確保される水量（約5,100m3）

 
 

  

 
   

   

 
    

 

取水口
取水路 海水ポンプ室

①：原子炉補機冷却海水ポンプ
②：高圧炉心スプレイ補機冷却海水ポンプ
③：タービン補機冷却海水ポンプ
④：循環水ポンプ

① ② ③ ④

２号取水設備断面図（概要）

非常用海水ポンプ
取水可能水位
O.P.-8.95m

取水口敷高
O.P.-6.3m

※：O.P.は女川原子力発電所工事用基準面であり，東京湾平均海面（T.P.）-0.74m。
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２．各津波の評価

２．１ 水位上昇側 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６

２．２ 水位下降側 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０
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• 各津波の最大ケースの整理結果を下表に示す。

• 「最大水位上昇量」に「地震に伴う沈下量」を考慮した各評価位置の決定ケースは，「東北地方太平洋沖型の地震（基準断層モデル③）」に起因する津波
である。

［ ］：地盤沈下量

２．各津波の評価

２．１ 水位上昇側：最大水位上昇量

発生
要因

種別 波源モデル

最大水位上昇量（m）

敷地前面
１号取水口

前面
２号取水口

前面
３号取水口

前面
１号放水口

前面
２・３号

放水口前面

地震

プレート間
地震

東北地
方太平
洋沖型
の地震

基準断層モデル①
18.42

［-0.58］
17.33

［-0.58］
17.32

［-0.58］
17.15

［-0.58］
16.04

［-0.58］
16.20

［-0.58］

基準断層モデル②
18.86

［-0.77］
17.03

［-0.77］
17.40

［-0.77］
17.55

［-0.77］
15.50

［-0.77］
15.34

［-0.77］

基準断層モデル③
21.58

［-0.72］
18.85

［-0.72］
19.50

［-0.72］
19.60

［-0.72］
16.46

［-0.72］
17.16

［-0.72］

津波地震
21.82

［隆起（+0.03）］
17.21

［隆起（+0.03）］
17.61

［隆起（+0.03）］
17.20

［隆起（+0.03）］
14.39

［隆起（+0.03）］
15.01

［隆起（+0.03）］

海洋プレート内
地震

正断層型の地震
22.05

［-0.03］
12.92

［-0.03］
16.45

［-0.02］
15.12

［-0.03］
14.26

［-0.04］
12.74

［-0.03］

海域の活断層
による地殻内
地震

F-6断層～F-9断層 1.2m（阿部（1989）の簡易予測式による推定津波高）

地震
以外

地すべり及び斜面崩壊 発電所へ与える影響は極めて小さい。

火山現象 発電所へ与える影響は極めて小さい。

地震と地震以外に起因する津波の組合せ 地震以外に起因する津波が発電所へ与える影響は極めて小さいことから評価しない。



7

※：水位時刻歴波形は，各取放水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，（原子力発電
所）資料３－４ 「Ⅰ．５．津波水位の抽出位置」に記載。）。

２．各津波の評価

２．１ 水位上昇側：水位分布及び水位時刻歴波形

モデル 大すべり域・超大すべり域の位置 破壊開始点 破壊伝播速度

東北地方太平洋沖型の地震（基準断層モデル③） 基準 基準（同時破壊） ―

水位時刻歴波形※

すべり量分布

最大水位上昇量分布
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• 「東北地方太平洋沖型の地震」，「津波地震」及び「海洋プレート内地震」の敷地前面最大ケースを対象に，敷地前面における最大水位上昇量を比較した
結果を下図に示す。

敷地前面における最大水位上昇量の比較

：東北地方太平洋沖型の地震

：東北地方太平洋沖型の地震

（地盤沈下量を水位の増分として補正）

：津波地震※４

：海洋プレート内地震※５

２．各津波の評価

２．１ 水位上昇側：敷地前面における最大水位上昇量の比較

東北地方太平洋沖型の地震：+22.30（m）※３

波源モデル重ね合わせ図※１，２

※１：各地震の敷地前面最大ケース

※２：背景は津波伝播特性の検討結果

※３：最大水位上昇量（+21.58m）＋地震に伴う地盤沈下量（-0.72m）＝+22.30（m）

※４：（原子力発電所）資料３－２「Ⅰ．１．津波地震 １．６．３ 敷地前面における最大水位上昇量の比較（p43）」の最大ケース

※５：（原子力発電所）資料３－２「Ⅰ．２．海洋プレート内地震 ２．６．３ 敷地前面における最大水位上昇量の比較（p93）」の最大ケース

東北地方太平洋沖型の地震

（基準断層モデル③）

：東北地方太平洋沖型の地震

：津波地震

：海洋プレート内地震

比較範囲

0m

約700m

最大水位上昇量分布

（東北地方太平洋沖型の地震（基準断層モデル③））
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東北地方太平洋沖型の地震

（基準断層モデル③）

津波地震

海洋プレート内地震

■最大水位上昇量分布

敷地前面における最大水位上昇量の比較

：東北地方太平洋沖型の地震

：東北地方太平洋沖型の地震

（地盤沈下量を水位の増分として補正）

：津波地震

：海洋プレート内地震

比較範囲

0m

約700m

比較範囲

0m

約700m

比較範囲

0m

約700m

※：最大水位上昇量（+21.58m）＋地震に伴う地盤沈下量（-0.72m）＝+22.30（m）

東北地方太平洋沖型の地震：+22.30（m）※

• 「東北地方太平洋沖型の地震」，「津波地震」及び「海洋プレート内地震」の敷地前面最大ケースを対象に，港湾部の防波堤の有無に関する影響検討結果を
踏まえた敷地前面における最大水位上昇量を比較した結果を下図に示す。

• 検討の結果，防波堤の有無が各津波の評価に及ぼす影響は無いことを確認した※２。

２．各津波の評価

（参考）港湾部の防波堤の有無に関する影響検討を踏まえた敷地前面における最大水位上昇量の比較※１

※１：検討内容の詳細は，（原子力発電所）資料３－４「Ⅲ．２及びⅣ．３ ．港湾部の防波堤の有無に関する影響検討」に記載

※２：いずれの地震においても，防波堤有りの水位が防波堤無しの水位を上回っているため，下記の比較図はp.8と同一となる。
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［ ］：地盤隆起量

発生
要因

種別 波源モデル

２号取水口前面

最大水位下降量（m） 継続時間（分）

地震

プレート間
地震

東北地
方太平
洋沖型
の地震

基準断層モデル①
-10.22

［沈下（-0.58）］
2.6

基準断層モデル②
-10.38

［沈下（-0.77）］
2.6

基準断層モデル③
-9.78

［沈下（-0.72）］
2.9

津波地震
-9.17

［+0.03］
1.9

海洋プレート
内地震

正断層型の地震
-10.13

［±0.00］
2.6

海域の活断層
による地殻内
地震

F-6断層～F-9断層 -1.2m（阿部（1989）の簡易予測式による推定津波高）

地震
以外

地すべり及び斜面崩壊 発電所へ与える影響は極めて小さい。

火山現象 発電所へ与える影響は極めて小さい。

地震と地震以外に起因する津波の組合せ 地震以外に起因する津波が発電所へ与える影響は極めて小さいことから評価しない。

２号機非常用海水ポンプの運転可能継続時間 約26

• 各津波の最大ケースの整理結果を下表に示す。

• 「最大水位下降量」に「地震に伴う隆起量」を考慮した決定ケースは，「東北地方太平洋沖型の地震（基準断層モデル②）」に起因する津波である。

２．各津波の評価

２．２ 水位下降側：最大水位下降量



11
２．各津波の評価

２．２ 水位下降側：水位分布及び水位時刻歴波形

※１：T.P.-7.04m（O.P.-6.3m）
※２：水位時刻歴波形は，各取放水口前面の中央位置に該当するメッシュで抽出（抽出位置は，（原子力発電所）資料３－４「Ⅰ．５．津波水位の抽出位置」に記載。）。

モデル 大すべり域・超大すべり域の位置 破壊開始点 破壊伝播速度

東北地方太平洋沖型の地震（基準断層モデル②） 基準 P5 1.0（km/s）

最大水位下降量分布

すべり量分布，破壊開始点位置

水位時刻歴波形※２

取水口敷高※１
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比較範囲
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• 「東北地方太平洋沖型の地震」，「津波地震」及び「海洋プレート内地震」の２号取水口前面最大ケースを対象に，取水口前面における最大水位下降量を
比較した結果を下図に示す。

取水口前面における最大水位下降量の比較

２．各津波の評価

２．２ 水位下降側：取水口前面における最大水位下降量の比較

波源モデル重ね合わせ図※１，２

※１：各地震の敷地前面最大ケース

※２：背景は津波伝播特性の検討結果

※３：（原子力発電所）資料３－２「Ⅰ．１．津波地震 １．６．２ 水位分布及び水位時刻歴波形：水位下降側（p42）」の最大水位下降量
分布を基に算定

※４：（原子力発電所）資料３－２「Ⅰ．２．海洋プレート内地震 ２．６．２ 水位分布及び水位時刻歴波形：水位下降側（p92）」の最大
水位下降量分布を基に算定

東北地方太平洋沖型の地震

（基準断層モデル②）

：東北地方太平洋沖型の地震

：津波地震

：海洋プレート内地震

最大水位下降量分布

（東北地方太平洋沖型の地震（基準断層モデル②））

：東北地方太平洋沖型の地震

：津波地震※３

：海洋プレート内地震※４
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• 「東北地方太平洋沖型の地震」，「津波地震」及び「海洋プレート内地震」の２号取水口前面最大ケースを対象に，港湾部の防波堤の有無に関する影響
検討結果を踏まえた取水口前面における最大水位下降量を比較した結果を下図に示す。

• 検討の結果，防波堤の有無が各津波の評価に及ぼす影響は無いことを確認した※２。

：東北地方太平洋沖型の地震

：津波地震

：海洋プレート内地震

東北地方太平洋沖型の地震 津波地震

海洋プレート内地震

■最大水位下降量分布

取水口前面における最大水位下降量の比較
比較範囲

0m

約240m

比較範囲

0m

約240m

比較範囲

0m

約240m

２．各津波の評価

（参考）港湾部の防波堤の有無に関する影響検討を踏まえた取水口前面における最大水位下降量の比較※１

※１：検討内容の詳細は，（原子力発電所）資料３－４「Ⅲ．２及びⅣ．３ ．港湾部の防波堤の有無に関する影響検討」に記載

※２：いずれの地震においても，防波堤無しの水位が防波堤有りの水位を下回るが，「東北地方太平洋沖型の地震」が決定ケースであることに変更は無い。
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３．基準津波の策定

３．１ 基準津波の策定 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５

３．２ 基準津波策定位置における水位時刻歴波形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １６
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３．基準津波の策定

３．１ 基準津波の策定

• 各津波の評価結果を踏まえ，発電所に与える影響が最も大きい「東北地方太平洋沖型の地震」に起因する津波を基準津波とする。

発生要因 種別 波源モデル
最高水位

（敷地前面）

地震 東北地方太平洋沖型の地震 基準断層モデル③ O.P.+23.1m※１

※１：最大水位上昇量（+21.58m）に，朔望平均満潮位（O.P.+1.43m）を考慮した水位

発生要因 種別 波源モデル
最低水位

（２号取水口前面）

地震 東北地方太平洋沖型の地震 基準断層モデル② O.P.-10.6m※２

■基準津波（水位上昇側）

■基準津波（水位下降側）

※２：最大水位下降量（-10.38m）に，朔望平均干潮位（O.P.-0.14m）を考慮した水位
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基準津波（水位上昇側）

（東北地方太平洋沖型の地震，基準断層モデル③）

３．基準津波の策定

３．２ 基準津波策定位置における水位時刻歴波形

基準津波（水位下降側）

（東北地方太平洋沖型の地震，基準断層モデル②）

• 基準津波は，敷地前面の海底地形の特徴を踏まえ，時刻歴波形に対して施設からの反射波の影響が微小となるよう，敷地から沖合へ約10km離れた
位置（水深100m）で策定した。

基準津波の策定位置

標高

水深

基準津波の

策定位置

女川原子力

発電所
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